
一
本
稿
の
内
容

本
稿
は
、
拙
著
『
代
償
請
求
椎
と
履
行
不
能
』
（
信
山
社
、
二
○
一
九

年
）
に
基
づ
く
。
拙
著
は
、
歴
史
的
資
料
と
外
国
法
文
献
を
網
羅
的
に
整

理
し
た
上
で
、
そ
の
分
析
に
よ
り
、
平
成
二
九
年
民
法
改
正
に
よ
っ
て
新

設
さ
れ
た
代
償
請
求
権
規
定
（
民
法
四
二
二
条
の
二
）
お
よ
び
履
行
不
能

規
定
（
民
法
四
一
二
条
の
二
）
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
個
別
報
告
当
日
に
配
布
し
て
四
○
分
間
で
読
み
上
げ
た
報
告

原
稿
の
本
文
を
半
分
に
短
縮
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
口
頭
で
は
読

み
上
げ
な
か
っ
た
条
文
等
の
引
用
お
よ
び
注
釈
も
す
べ
て
削
除
し
た
。
そ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
。

個
別
報
告

代
償
請
求
権
と
履
行
不
能

田

中

宏

ム
ロ

、
町
″
ｆ
Ｕ

二
典
型
事
案
（
拙
著
三
頁
）

古
く
か
ら
（
後
述
の
モ
ム
ゼ
ン
以
来
（
↓
七
４
⑧
）
）
、
第
三
者
の
不
法

行
為
に
よ
る
代
償
取
得
が
典
型
事
案
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
家
屋
が
売
却

さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
引
渡
し
前
に
家
屋
が
第
三
者
の
過
失
で
焼
失
し
、

売
主
が
第
三
者
か
ら
損
害
賠
償
金
を
受
け
た
、
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

三
旧
民
法
と
現
行
民
法

１
総
説

代
臘
請
求
権
に
関
し
て
は
、
わ
が
国
の
旧
民
法
（
一
八
九
○
年
）
に
、

イ
タ
リ
ア
旧
民
法
に
由
来
す
る
明
文
の
規
定
が
存
在
し
て
い
た
。

２
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
Ⅲ
規
定
（
拙
著
一
四
頁
、
三
○
頁
）

ま
ず
、
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
が
参
照
し
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
八
○
四
年
）

、

の
Ⅲ
一
三
○
二
条
一
項
・
一
三
○
三
条
は
、
俄
椛
者
が
直
接
に
不
法
行
為、

に
よ
る
損
害
賠
償
債
権
を
取
得
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
っ
た
ん
債
務

者
の
も
と
に
発
生
し
た
権
利
の
譲
渡
を
債
権
者
が
請
求
す
る
、
と
規
定
し
、

ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
れ
ば
不
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。

３
イ
タ
リ
ア
旧
民
法
の
規
定
（
拙
著
一
五
頁
、
三
一
頁
）

そ
れ
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
旧
民
法
（
一
八
六
五
年
）
の
一
二
九
八
条
一

項
・
一
二
九
九
条
は
改
善
さ
れ
て
い
る
、
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
言
う
。
つ
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ま
り
、
い
っ
た
ん
債
務
瀞
の
も
と
に
発
生
し
た
権
利
ま
た
は
訴
権
が
法
律

上
当
然
に
侭
権
者
に
移
転
し
、
債
務
者
の
譲
渡
（
行
為
）
に
よ
っ
て
移
転

す
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

４
わ
が
国
の
旧
民
法
の
規
定
（
拙
著
二
三
頁
、
四
一
頁
）

イ
タ
リ
ア
Ⅲ
民
法
に
由
来
す
る
ボ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
に
雄
づ
い
て
Ⅲ
民

法
財
産
編
五
三
九
条
．
五
四
三
条
の
規
定
が
起
草
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
こ
の
段
階
で
、
不
法
行
為
に
よ
る
憤
椛
者
固
有
の
批

媒
賠
償
術
求
椛
が
取
得
さ
れ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
ら
し

く
、
草
案
が
邦
語
訳
さ
れ
る
際
に
、
イ
タ
リ
ア
旧
民
法
の
術
成
す
ら
否
定

す
る
形
で
、
俄
椛
苛
側
布
の
椛
利
発
生
と
も
読
め
る
文
言
に
直
す
こ
と
を

Ｈ
本
人
委
員
に
対
し
て
求
め
て
い
る
。

５
現
行
民
法
（
改
止
前
民
法
）

川
代
償
請
求
権
（
拙
著
二
胆
頁
）

改
服
前
蛇
法
の
立
法
将
慰
恕
は
、
代
悩
術
求
椛
に
つ
い
て
川
民
法
と
反

対
で
あ
り
、
代
償
請
求
権
を
否
定
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
改

正
前
腿
法
の
代
俄
諦
求
椎
の
部
分
を
仙
当
し
た
富
井
腓
ｔ
は
、
愉
椛
者
間

獅
の
楓
害
賠
償
論
求
椛
の
存
在
を
理
曲
に
、
旧
民
法
の
構
成
を
否
定
し
、

代
悩
請
求
権
の
存
在
意
義
を
否
定
し
た
。

②
版
行
不
能
（
拙
若
四
二
頁
）

後
発
的
無
資
不
能
を
要
件
と
す
る
義
務
消
滅
の
規
定
（
旧
民
法
財
産
編

江
一
・
九
条
）
も
、
原
始
的
不
能
に
よ
る
合
意
無
効
の
規
定
（
Ⅲ
民
法
財
産

編
三
二
二
条
一
項
）
も
、
民
法
修
正
の
過
程
で
富
井
起
草
委
員
の
提
案
に

よ
っ
て
削
除
さ
れ
、
改
正
前
民
法
に
は
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
肌
文
の
規
定

が
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
富
井
委
員
は
、
旧
民
法
に
反
対
だ
っ
た
の
で

一

明
治
末
期
以
降
、
代
償
論
求
椛
論
に
お
い
て
も
、
不
能
論
に
お
い
て
も
、

立
法
者
意
思
と
は
無
関
係
に
ド
イ
ツ
法
の
学
説
継
受
が
な
さ
れ
た
。

代
愉
請
求
椎
に
つ
い
て
は
、
そ
の
肯
定
説
が
、
石
坂
博
士
に
よ
っ
て
ド

イ
ツ
か
ら
輸
入
さ
れ
、
民
法
典
の
立
法
者
懲
思
に
反
し
て
通
説
化
し
た
。

そ
の
一
方
、
代
償
請
求
椛
の
価
額
が
損
害
額
を
上
限
と
す
る
と
い
う
ｌ

お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
民
法
川
二
八
一
条
二
項
の
誤
訳
に
よ
る
ｌ
勝
本
説
も

主
張
さ
れ
た
。

五
最
高
裁
昭
和
四
一
年
判
決

１
要
件
・
効
果
（
拙
著
九
二
頁
）

代
侭
請
求
権
の
判
例
を
確
立
し
た
の
は
、
最
獅
裁
昭
和
四
一
年
判
決
で

あ
る
（
最
判
昭
和
凶
一
年
一
二
月
二
三
日
民
集
二
○
巻
一
○
号
二
一
二
一

頁
）
。
同
判
決
は
、
要
件
を
、
①
履
行
不
能
、
⑤
同
的
物
の
代
償
を
倫
務

者
が
取
得
し
た
こ
と
、
＠
そ
れ
が
履
行
不
能
と
同
一
の
原
因
に
よ
る
こ
と
、

④
代
悩
以
上
の
損
害
の
発
生
、
効
果
を
、
債
権
者
の
偵
務
者
に
対
す
る
利

益
償
還
請
求
権
の
取
得
、
と
判
示
し
た
。

な
お
、
⑥
の
要
件
を
課
す
点
で
通
説
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
、

た
ま
た
ま
勝
本
説
に
依
拠
し
た
当
事
者
の
主
張
を
控
訴
審
が
容
れ
、
そ
れ

は
な
く
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
明
文
化
し
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
改
正
前
民
法
の
立
法
者
意
思
は
、
Ⅲ
民
法
の
そ
れ
と
同
様
、

後
発
的
無
資
不
能
に
よ
る
義
務
消
滅
お
よ
び
原
始
的
不
能
に
よ
る
合
意
撫

効
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

四
民
法
制
定
後
の
学
説
史
（
拙
著
六
一
頁
）
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ｌ
不
能
（
拙
著
一
四
七
頁
）

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
偵
権
法
改
正
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

新
股
の
民
法
川
一
二
条
の
二
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
要
件
の
「
不
能
」
の

解
釈
が
側
魎
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
α
「
償
務
者
の
覚
め
に
帰
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
事
由
に
よ
る
不
能
」
と
縮
小
解
釈
す
る
べ
き
か
否
か
、
②

「
後
に
龍
っ
て
不
能
と
な
っ
た
と
き
は
」
と
縮
小
解
釈
す
る
べ
き
か
否
か
、

⑥
不
能
の
判
断
雅
準
は
何
か
（
特
に
「
給
付
困
難
」
を
不
能
が
包
摂
す
る

か
締
か
）
、
と
い
っ
た
柵
点
が
璽
要
と
思
わ
れ
る
。

２
代
俄
紺
求
椛
（
拙
若
一
ヒ
ニ
頁
）

代
俄
鮒
求
椛
の
存
在
意
義
は
，
審
縦
過
程
に
お
い
て
も
疑
問
が
呈
さ
れ

続
け
た
。
そ
の
た
め
、
そ
も
そ
も
①
新
規
定
の
必
要
性
に
疑
問
が
残
り
、

解
釈
論
と
し
て
も
、
②
理
論
的
根
拠
は
何
か
、
③
「
不
能
」
を
「
償
務
考

を
雌
簡
放
が
踏
襲
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

２
根
拠
（
拙
著
九
八
頁
）

ま
た
、
代
価
諭
求
権
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
民
法
五
一
一
一
六
条
二

頃
後
段
の
規
定
が
引
か
れ
て
い
た
。

３
扱
判
実
務
（
拙
溶
一
○
四
頁
）

肢
尚
奴
昭
和
四
一
年
判
決
以
外
に
も
、
「
代
俄
諭
求
椛
」
の
語
が
川
い

ら
れ
た
蚊
判
例
は
、
幾
つ
か
海
在
す
る
。
け
れ
ど
も
、
代
償
淵
求
椛
の
実

体
を
伽
え
て
い
る
も
の
は
、
股
簡
抜
昭
和
四
一
年
判
決
前
の
も
の
た
だ
一

件
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
執
行
不
能
に
備
え
た
填
補
賠
倣
論
求
権
（
改

岻
前
腿
法
四
一
派
条
後
段
）
な
ど
で
あ
る
。

六
平
成
二
九
年
民
法
改
正

ｌ
古
代
ギ
リ
シ
ア
（
拙
著
二
○
四
頁
）

ま
ず
、
雌
も
古
い
時
代
に
遡
る
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
時
代
（
紀
沁
前
肛

世
紀
頃
）
の
文
献
に
は
代
俄
論
求
椛
に
関
す
る
も
の
は
熊
い
。

そ
れ
に
対
し
、
版
行
不
能
に
つ
い
て
は
エ
ル
ン
ス
ト
・
ラ
ー
ベ
ル
に

よ
っ
て
考
察
が
加
え
ら
れ
た
。
ラ
ー
ベ
ル
は
．
古
代
ギ
リ
シ
ア
の

＆
ｇ
§
。
ｑ
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
．
「
そ
の
典
実
な
る
こ
と
が
Ⅲ
え
ら
れ

な
い
こ
と
は
不
能
（
Ｒ
き
く
§
・
く
）
で
あ
る
、
た
と
え
ば
、
土
地
が
空
を
飛

ぶ
」
と
い
う
用
例
を
挙
げ
、
そ
の
よ
う
な
物
理
的
不
能
が
妓
古
の
不
能
で

あ
り
、
そ
れ
が
ロ
ー
マ
法
学
説
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
と
言
っ
た
。

２
古
代
ロ
ー
マ
（
拙
著
二
○
五
頁
）

ロ
ー
マ
法
に
代
償
謂
求
椎
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
。
代
悩
紺
求
椛
の
体

系
化
に
は
、
た
し
か
に
、
ロ
ー
マ
法
源
が
川
い
ら
れ
た
。
し
か
し
，
そ
れ

が
な
さ
れ
た
時
期
は
、
古
代
ロ
ー
マ
が
滅
ん
だ
後
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
撰

隆
朧
期
の
一
九
世
紀
で
あ
っ
た
。

他
方
、
不
能
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
原
始
的
不
能
に
つ
い
て
は
、
「
不
能

な
俄
務
は
存
在
し
な
い
（
旨
ｇ
い
い
旨
冒
日
呂
房
ｏ
三
侭
昌
◎
の
鴬
ご
と

い
う
命
題
が
妥
当
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
胃
Ｂ
ｇ
２
‐

冨
旨
ョ
は
、
形
容
詞
目
９
筋
書
房
の
幌
格
の
複
数
墹
訓
化
し
た
も
の
で

あ
り
、
「
不
能
な
こ
と
ご
と
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
る
不
能
」
と
縮
小
解
釈
す

る
べ
き
か
否
か
、
④
「
損
害
の
額
の
限
腱
に
お
い
て
」
を
拡
大
解
釈
す
る

べ
き
か
否
か
等
、
多
く
の
問
題
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

セ
ド
イ
ッ
民
法
典
成
立
更
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そ
の
語
を
「
原
始
的
不
能
な
こ
と
ご
と
の
」
と
限
定
し
て
読
む
文
法
上
の

根
拠
は
雌
い
。
け
れ
ど
も
不
思
縦
な
こ
と
に
、
こ
の
「
不
能
」
は
、
「
原

始
的
不
能
」
の
意
味
に
限
定
し
て
解
さ
れ
、
こ
の
時
代
の
法
規
範
は
、

「
原
始
的
不
能
な
債
務
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
限
定
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
一
方
、
後
発
的
不
能
に
つ
い
て
は
、
原
始
的
不
能
の
場
合
の
「
憤
務

は
存
在
し
な
い
」
に
相
当
す
る
一
般
的
な
判
断
は
見
出
さ
れ
な
い
。

３
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
前
史
（
拙
著
二
○
八
頁
）

蒋
迩
法
は
、
ま
ず
、
原
始
的
不
能
に
つ
い
て
古
代
ロ
ー
マ
法
と
同
様
で

あ
る
。
ま
た
、
後
発
的
不
能
に
つ
い
て
も
相
変
わ
ら
ず
、
原
始
的
不
能
の

法
規
範
に
州
洲
す
る
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

４
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学

山
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
（
拙
藩
二
○
八
頁
）

ま
ず
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
初
期
に
不
能
論
は
ほ
と
ん
ど
注
Ⅱ
さ
れ
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
眠
り
か
ら
覚
ま
し
た
人
物
が
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
で
あ
っ
た
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
が
そ
の
た
め

に
使
っ
た
覚
離
剤
は
、
「
主
観
的
・
客
観
的
不
能
」
と
い
う
新
し
い
概
念

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
こ
の
概
念
は
、
ド
イ
ツ
法
継
受
に
お

い
て
（
特
に
澗
坂
説
に
お
い
て
）
否
定
さ
れ
た
た
め
、
説
明
概
念
と
し
て

の
意
味
し
か
無
い
。

②
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
（
拙
著
二
一
二
頁
）

後
述
の
モ
ム
ゼ
ン
こ
そ
が
ミ
ス
タ
ー
代
償
請
求
権
だ
と
し
て
、
そ
の
前

に
、
史
上
初
の
代
悩
諦
求
権
に
関
す
る
学
術
論
文
を
上
梓
し
た
、
「
代
償

諭
求
権
の
父
」
が
存
在
す
る
。
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
で

あ
る
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
は
、
「
代
償
」
概
念
を
挺
子
に
し
て
ロ
ー
マ
法
源

の
断
片
か
ら
代
悩
請
求
権
の
法
規
範
を
抽
出
す
る
。
彼
の
功
縦
は
、
代
償

請
求
権
の
「
代
償
」
要
件
の
分
析
に
尽
き
る
。

⑥
モ
ム
ゼ
ン
（
拙
著
二
一
五
頁
、
二
二
三
頁
）

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
モ
ム
ゼ
ン
の
不
能
論
に
お
い
て
は
、
「
原
始
的
」
・

「
後
発
的
」
不
能
が
対
世
さ
れ
た
こ
と
が
亜
要
で
あ
る
。
モ
ム
ゼ
ン
は
、

、
原
始
的
客
観
的
不
能
が
契
約
の
無
効
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
、
⑤
後
発

的
無
賃
不
能
が
償
務
関
係
か
ら
の
免
責
を
も
た
ら
す
、
と
明
確
に
定
式
化

し
た
。
⑥
の
点
で
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
よ
り
進
歩
し
て
い
る
。

他
方
、
モ
ム
ゼ
ン
は
、
代
償
請
求
権
の
要
件
〔
の
一
部
〕
と
し
て
（
後

発
的
）
不
能
を
挙
げ
、
不
能
と
代
俄
蒲
求
椛
と
の
連
結
が
成
立
し
た
。
そ

の
点
で
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
よ
り
進
歩
し
て
い
る
。

モ
ム
ゼ
ン
は
、
そ
の
論
拠
と
し
て
九
つ
の
ロ
ー
マ
法
源
を
引
用
す
る
が
、

と
り
わ
け
蓮
視
し
た
の
が
、
「
利
撒
は
、
危
険
が
僻
す
る
者
に
帰
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
８
ヨ
ョ
○
号
日
の
旨
、
の
い
め
の
烏
ご
里
．
２
Ｅ
切
月
『
言
三
尾
ョ

隈
こ
」
と
い
う
文
言
を
含
む
目
因
．
囲
い
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
モ
ム
ゼ
ン
は
、
ロ
乞
畠
望
胃
．
と
胃
．
舎
昌
ら
と
い
う
二

つ
の
法
源
か
ら
、
買
主
が
売
主
に
対
し
て
代
償
請
求
権
を
取
得
す
る
の
は
、

、
、

扇
売
主
が
買
主
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
ず
、
か
つ
、
④
買
主
が

、
、
、

所
有
者
と
し
て
の
訴
権
を
取
得
し
な
い
と
き
、
つ
ま
り
、
買
主
が
危
険
を

負
担
す
る
場
合
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
る
。

鋤
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
（
拙
著
二
三
五
頁
）

モ
ム
ゼ
ン
の
代
償
請
求
権
論
は
、
そ
の
危
険
負
担
に
よ
る
根
拠
づ
け
の

部
分
を
除
い
て
、
韮
礎
た
る
不
能
論
と
と
も
に
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
の
後

期
に
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
後
に
民
法
典
中
に
明
文
の
規
定
と
し
て
結
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代仙,il'l求椛と脳行不能

笈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
具
体
的
な
功
績
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
代
償

論
求
椛
の
根
拠
と
し
て
の
危
険
負
担
を
全
く
強
調
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
た
し
か
に
‐
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
も
解
釈
の
根
拠
と
し
て
、
モ
ム
ゼ

ン
が
挙
げ
た
の
と
何
様
の
複
数
の
ロ
ー
マ
法
源
、
と
り
わ
け
、
「
利
益
は
、

危
険
が
帰
す
る
者
に
帰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
宮
．
鐸
麗
．
巴
を
挙
げ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
七
４
⑧
⑦
の
文
脈
に
限
ら
れ
、
④
の
文
脈
で
は

用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
モ
ム
ゼ
ン
の
強
引
な
ロ
ー
マ
法
源
解
釈
の
欠
点
が

ひ
っ
そ
り
と
取
り
除
か
れ
た
の
で
あ
る
。

、
、

第
二
に
、
代
倣
仙
求
椎
の
典
件
が
後
発
的
撫
覚
不
能
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
償
誠
求
椛
は
、
後
発

、
、

的
無
黄
不
能
に
よ
る
給
付
義
務
消
滅
を
要
件
と
し
、
そ
れ
を
補
充
す
る
機

能
（
曾
●
隠
二
㈱
⑦
且
⑦
冒
三
豊
冒
目
勾
号
ョ
２
号
言
．
ロ
ョ
ョ
獄
胃
三
国
厨
‐

ｇ
『
開
言
澤
ｇ
）
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

５
ド
イ
ツ
民
法
典
編
纂
史
（
拙
著
二
三
九
頁
）

第
一
蛾
案
二
八
八
七
年
）
の
理
由
許
に
よ
る
と
、
代
償
淵
求
椛
に
関

、
、
、
、
、

す
る
第
一
言
↓
八
条
の
規
定
の
根
拠
は
、
当
事
者
意
思
で
あ
る
と
言
う
。

ま
た
、
第
二
草
案
（
一
八
九
四
年
）
は
、
代
償
請
求
権
に
関
す
る
第
二

三
七
条
に
お
い
て
、
第
二
項
の
規
定
を
追
加
し
た
。
修
正
第
一
草
案
の
段

階
で
後
発
的
有
賀
不
能
ま
で
要
件
を
拡
大
し
た
た
め
、
損
害
賠
償
諸
求
椛

が
競
合
す
る
場
合
の
た
め
の
調
整
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の

段
階
ま
で
来
る
と
、
七
４
⑧
⑦
の
文
脈
に
お
け
る
危
険
負
担
の
考
え
す
ら

消
え
去
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

１
有
責
性
判
断
と
の
訣
別

ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
（
一
八
九
六
年
）
か
ら
一
九
八
○
年
代
の
債
務
法

改
正
帥
凹
開
始
ま
で
の
時
期
、
館
二
七
五
条
一
頃
の
解
釈
に
つ
い
て
、
有

責
・
無
黄
を
区
別
し
な
い
不
能
要
件
が
通
説
化
し
た
。

一
九
七
一
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
が
指
導
判
決
で
あ
る
（
国
の
露
．

ご
『
鼠
－
８
ョ
鰐
二
．
己
型
Ｉ
く
画
侭
罰
弓
迎
宅
，
昌
乏
ら
高
．
の
罰
巴
。

２
不
能
判
断
の
基
準

他
方
、
右
判
決
に
お
い
て
不
能
判
断
の
基
準
と
し
て
‐
判
決
が
「
無
意

味
か
旨
己
８
こ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
不
能
を
理
川
と

し
て
給
付
義
務
を
否
定
す
る
趣
旨
は
、
仮
に
給
付
を
命
じ
る
判
決
を
下
し

た
場
合
に
は
そ
れ
が
無
意
味
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
か
な
る
意
味
で
無

意
味
か
と
言
う
と
、
「
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
無
意
味
」
、
つ
ま
り
執

行
不
能
と
い
う
意
味
で
無
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
執
行
不
能
が
確
定

し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
判
決
手
続
に
お
い
て
給
付
義
務
を
不
存
在
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
執
行
手
続
を
省
略
す
る
こ
と
に
こ
そ
、
不
能
に
よ
る

給
付
瀧
務
否
定
の
制
度
趣
旨
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

九
ド
イ
ツ
新
債
務
法

二
○
○
一
年
に
公
表
さ
れ
た
盤
理
案
二
七
五
条
は
、
給
付
義
務
不
存
在

の
効
果
を
導
く
要
件
に
、
①
有
資
・
無
責
も
②
原
始
的
・
後
発
的
も
問
わ

な
い
不
能
概
念
を
初
め
て
明
確
な
形
で
用
い
た
条
文
案
で
あ
り
、
そ
の
愈

味
で
記
念
す
べ
き
存
在
と
な
っ
た
。

八
ド
イ
ツ
民
法
典
制
定
後
の
学
説
史
（
拙
著
二
九
九
頁
）
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個別慨糾

ま
た
、
代
償
論
求
権
に
関
し
“
Ⅲ
二
八
一
条
で
は
「
後
発
的
不
能
」
が

婆
作
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
新
備
務
法
第
二
八
五
条
で
は
、
「
第
二
七
五

条
の
規
定
に
従
っ
た
給
付
義
務
の
不
存
在
」
が
要
件
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

代
俄
論
求
権
が
発
生
す
る
と
き
は
、
常
に
第
二
七
五
条
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
不
能
が
後
発
的
な
も
の
に
限
ら
れ
ず
に
原
始
的
な
も

の
で
も
よ
く
な
る
一
方
．
第
二
八
汎
条
が
第
二
七
五
条
の
規
定
を
袖
光
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。

一
○
新
規
定
の
解
釈

以
止
が
拙
好
の
脱
た
る
部
分
で
あ
る
さ
ら
に
‐
わ
が
側
の
新
規
定
に

関
し
て
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
示
唆
さ
れ
る
か
を
示
す
こ
と
で
上
記
基
礎
研

究
を
伽
術
し
て
み
よ
う
。

た
だ
⑱
も
ち
ろ
ん
、
法
仲
の
規
定
の
解
釈
は
、
当
該
規
定
の
韮
礎
研
究

だ
け
か
ら
は
導
か
れ
ず
、
広
い
視
野
の
下
で
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

血
接
に
は
敗
判
術
の
判
断
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
以
ｒ
の
解
釈

論
は
、
あ
く
ま
で
も
雄
礎
の
敷
術
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
強
洲
し
て
お
き
た

い

Ｉ
代
慨
論
求
椛
（
拙
蕃
Ⅲ
五
○
頁
）

ま
ず
、
民
法
四
三
二
条
の
二
の
規
定
を
新
股
し
た
こ
と
の
是
非
で
あ
る

わ
が
側
で
は
当
初
、
イ
タ
リ
ア
Ⅲ
民
法
を
範
と
す
る
代
償
請
求
権
規
定
が

Ⅲ
民
法
に
存
在
し
、
平
成
二
九
年
改
正
前
民
法
の
立
法
者
は
そ
れ
を
否
定

す
る
趣
月
で
規
定
を
削
除
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
般
の
規
定
新
股

は
、
そ
の
趣
旨
を
殺
す
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
民
法
学
説
の
継
受

に
由
来
す
る
雌
高
敗
昭
和
四
一
年
判
決
の
存
在
を
論
拠
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
規
定
の
必
要
性
は
実
に
疑
わ
し
く
、
以
下
の
理
由
か
ら
こ
れ
を
削

除
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

第
一
に
、
雌
澗
放
判
決
自
体
も
危
険
負
拠
を
珊
論
的
根
拠
と
し
て
掲
げ

て
い
て
説
得
力
に
欠
け
る
た
め
で
あ
る
（
↓
五
２
、
モ
ム
ゼ
ン
の
危
険
負

担
論
が
衙
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
↓
七
４
仙
・
５
）
。

第
二
に
．
裁
判
笑
勝
も
般
尚
故
昭
和
四
一
年
判
決
を
蹄
製
し
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
（
↓
五
３
）
。

第
三
に
、
民
法
四
二
二
条
の
二
の
規
定
が
な
け
れ
ば
妥
当
な
結
論
が
蝉

け
な
い
馴
案
が
想
定
で
き
ず
（
わ
が
国
で
は
不
法
行
為
が
成
立
し
や
す
い

こ
と
と
、
民
法
Ⅲ
二
二
条
の
二
の
「
捌
審
の
額
の
限
度
に
お
い
て
」
の
要

件
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
）
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
や
富
井
博
士
の
規
定
不
要
論
が

現
在
で
も
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
↓
三
４
．
５
川
）
。

第
川
に
、
偵
椛
法
改
正
の
講
談
過
栂
に
お
い
て
も
、
規
定
の
必
要
性
に

つ
い
て
相
当
に
強
い
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
↓
六
２
）
。

し
か
し
、
現
実
に
は
新
規
定
の
削
除
は
附
雌
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
新

規
定
の
解
釈
論
と
し
て
は
、
一
方
で
適
用
範
囲
を
狭
く
す
る
た
め
に
要
件

を
な
る
べ
く
厳
格
に
解
釈
し
、
他
方
で
そ
の
効
力
を
控
え
Ⅱ
に
す
る
た
め

に
効
果
を
な
る
べ
く
小
さ
く
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
規
定
新
設
の
影

騨
を
抑
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

２
履
行
不
能
（
拙
著
四
三
一
頁
）

次
に
順
行
不
能
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
踏
鵬
さ
れ
る
わ
が
国
の
不
能
論

が
ド
イ
ツ
か
ら
継
受
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
民
法
四
一
二

条
の
二
の
規
定
を
解
釈
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
法
の
現
在
の
解
釈

倫
が
参
考
に
な
る
、
と
思
わ
れ
る
。
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一部艇効の本間と射栂

ｌ
問
題
の
所
在

契
約
の
一
部
に
つ
い
て
の
み
、
公
序
良
俗
違
反
等
の
無
効
事
由
が
存
す

る
場
合
に
、
い
か
な
る
範
州
で
無
効
と
な
る
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
生

ず
る
事
案
に
は
い
く
つ
か
の
類
型
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
学
説

の
多
く
は
、
難
効
の
純
棚
を
Ⅲ
定
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
、
特
に
事
業

を
区
別
せ
ず
に
、
当
事
苫
意
思
と
法
秩
序
自
体
の
観
点
と
い
う
二
つ
を
挙

げ
る
。
そ
し
て
、
無
効
の
範
洲
を
画
定
す
る
場
而
に
お
い
て
も
私
的
自
治

の
原
則
を
強
調
し
、
当
事
者
意
思
を
無
効
の
範
囲
画
定
の
雄
終
的
な
基
準

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
学
説
の
多
く
は
、
契
約
の
一
部
を
無
効
と
す
る
こ

と
が
当
事
者
意
思
に
反
す
る
場
合
に
は
そ
の
全
部
が
無
効
と
な
る
と
す
る
。

一
参
考
文
献
｝

拙
蕃
『
代
償
講
求
権
と
職
行
不
能
』
（
信
山
社
、
二
○
一
九
年
）
。

（
千
葉
大
学
教
授
）

は
じ
め
に

一
部
無
効
の
本
質
と
射
程

Ｉ
条
項
規
制
場
側
に
お
け
る
当
戦
術
慰
思
の
意
義
を
中

心
と
し
て

洲

巻

修

山

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
決
は
、
具
体
的
事
案
の
解
決
の
指
針
と
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
契
約
に
お
け
る
付
随
的
条
項
や
そ
の

一
部
が
強
行
法
規
に
反
す
る
事
案
類
型
に
お
い
て
は
、
当
該
無
効
部
分
に

よ
り
契
約
全
体
が
無
効
に
な
る
か
否
か
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
酬
者
意
思
と
法
秩
序
自
体
の
観
点
と
い
う
二
つ
の
艫

準
を
挙
げ
る
だ
け
で
は
事
案
の
解
決
に
は
不
十
分
で
あ
り
．
ま
た
、
常
に

当
事
者
意
思
に
決
定
的
な
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
に
も
疑
問
が
生
ず
る
．

こ
の
よ
う
な
現
状
に
至
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
私
的
側
治
の
原
則
が

強
澗
さ
れ
る
一
方
で
、
無
効
規
範
の
位
樅
づ
け
が
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た

こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

２
検
討
の
対
象

以
上
の
日
本
法
の
状
況
に
対
し
て
興
味
深
い
視
座
を
も
た
ら
す
と
思
わ

れ
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
○
一
六
年
の
債

務
法
改
正
前
、
民
法
典
に
は
、
無
効
の
鮠
朋
に
関
す
る
一
般
規
定
が
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
二
○
世
紀
中
葉
頃
か
ら
一
部
無
効
に
閲
す
る
議
論
が

生
じ
‘
学
説
に
定
蒲
す
る
そ
の
理
川
は
、
無
効
の
本
蘭
の
理
解
が
か
つ

て
と
変
容
し
た
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
○
世
紀
初
頭
に
、
無
効
と

は
．
行
為
状
態
を
指
す
の
で
は
な
く
、
法
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
法
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
法
規
純
の
Ⅱ
的
を
確
保
す
る
た
め
に
、
当
該
規
範
の
側
的
を
考
感

し
て
契
約
の
一
部
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
一
部
無
効
が
正
当
化
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
学
説
で

は
当
初
か
ら
当
事
者
意
思
を
考
噛
す
べ
し
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
す

121



一

「 即即
ili

'11 lと

ら ゆ今

li !|1 .M$ 1 1 1 多杉jm {" il'リ癖久川血｜剛火怖今｜ル イIII

谷東 ll l ! |1治イミ灘久 jl:膿保地野本杉村尾膿作
川 川 集料‘

" IE恭敬卓好 一間太典ノ<宏‘隠英麻 ‘熊硲
に文一雄朗央洋殻郎紀作イ｣: f r･ 災悠典災之

監
わ ら 今 勿 勿 勿 牛 ク。 子 や や 〃 勿 牛 吻 妙 〃

､II

日
本
私
法
学
会
役
員僑久聯 ‘ヤ良行ll l lll ll l線村水前 111･ IM I斑禰原

椎‘ｲ'《永,k i¥4K 4< If川川野鵬谷'Ⅱ雌 川
flf

‐ 一イⅡ一禰敬典宏倣 〃《晄友 '[ II!リハ惟皇 ；
幸f奈行隆人ノ|ミ ミ衆樹一鎌 jZ之敬j亀惣棚

刑
作
鋤
淋
有
斐
閣
学
術
セ
ン
タ
ー

印
刷
萩
原
印
刷
株
式
会
社

発

光

所

i阯蝿会伺&

鮒：い
り・
イ『

兇

1I

lﾘi

発猫

i『帆

H･.'{（

公
U』

fⅡ

年
IJq
jl

代 I1

＃本
蝋
・
離
郷
史
永
眠
本
郷
Ｌ
Ｊ
Ⅱ

川
本
私
法
学
会

収
●
Ｍ
人
γ
仏
？
脇
鮴
鎚
卒

I ’

帥!： 苑六
仙

恥
ハ
バ
叩

11
学
会
作

斐
"､

八

ｌ＃ｌ

令
ｅ
Ｑ
Ｂ
●
ｒ
ｒ
ｊ
Ｕ

↓
川
（
稲
雌

（
蒋
糸

"i

之

ZmpVj本盲の晨茜捜写コピ-)は.著作擢法上での例外を除き.紫じられてし､
毒す｡複写さ札る埋合は.そのつど事蔚に(一社)出願者著作権管理慢隅〈電農03.

5244釦88､FAX03･5244.5089,8･mai!:in10@1copy.orIip)の許騰を樽てください。



日本私法学会

私 法
節82 1 0

勺

シンポジウム

イ動産＃iｲi権の'ずl 1的保地……－……･…･･･…………

隙式制I虻")仰倹約．．…･…･…………．．…………………・

一公+|:法における)‘噂雌的なjII!術のiM点から

･･側;!『 ,ﾔH1"LLほか

llli'i lll本爲f郎ほか

ワークショップ

所ｨj衝ｲﾐlyl i地IIII地と民法･…･ ･･ ′……･…･…'･･…･･………・・

法学戦fi改肺.と”雛しめる鋤l'hi""llll発．“……． ．……………

監從のj#雌の助lhlと (",1l･)髄代人・職f餓奪・取締役禅･…

会｝|:ifllの対輔糊戊1filill庇のlij検ji･………･ ･…･…･”－…、

州統払改ll§における椛利・淀勝のﾉk雑の蝋iltのIflHづけと探題

ハードローとソブトローの雌造的な{Ji究の促進を1 1桁して．…

規範のiid述的な把雌とデータ鵬Wiの厳炎とⅡ1.能'･l't

#ll i'f 佐久間段ほか

illil『 加騰伽,ｷほ力・

…洲li弥〃〈典'|;

･…#lilif IWiWWI助

llli'i窪1I1允兇ほか

･ ･Wli'r i,¥水典術『．

個別報告

代俄‘緋)ﾐ樅とlimil･ｲ､能（川II!宏論） ・部雌効の,ド間と射礎（滴を修山）

i門勁によI)受朧什にもたl.,きれた仙桝に対する尚1f.I｢ﾘ断の伜制Iみ( l l l'lOI1M

の|#1,1;肌ﾙﾘによるコーボレー!､ガハナンスの‘ﾉﾐ幼1'I(/)怖慨（ ノ瀞Ifl人）

る会社のj(4|締伐へのjMilt イ叶淵111. lj4'

ボランティア

) ffilij: 11

倒潅MⅢiにあ

大会記事･学会事務局からのお知らせ

欧文抄録

有 斐 閣

2（）2（）


